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日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部

は
、
４
月

２１
日
か
ら
２３
日
ま
で

岡
山
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
八

回
目
の
中
国
帰
国
者
問
題
写
真

と
資
料
展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

展
示
内
容
は
、
次
の
三
点
で
す
。 

一
、
「
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
お

よ
び
残
留
婦
人
の
二
世
・
三
世
の

あ
ゆ
み
」
と
題
し
、
龍
爪
開
拓
団

勉
強
を
兼
ね
て
熱
心
に
取
材
し
て

い
ま
し
た
。 

今
岡
寛
さ
ん
（
残
留
婦
人
の
二

世
）
、
守
本
信
子
さ
ん
（
芳
田
日

本
語
学
習
講
座
受
講
生
）
や
船
越

美
智
子
さ
ん
（
岡
山
市
支
援
・
相

談
員
）
は
、
取
材
に
応
じ
、
展
示
資

料
を
も
と
に
「
残
留
孤
児
・
婦
人

の
歴
史
」
お
よ
び
「
日
本
語
教
室
の

現
状
」
「
日
本
で
の
生
活
」
な
ど
、

体
験
を
も
と
に
話
し
、
平
和
の
大

切
さ
を
一
生
懸
命
説
明
し
ま
し

た
。 私

は
、
「
７０
年
前
の
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、

中
国
残
留
孤
児
の
歴
史
を
通
し
て

次
世
代
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

い
い
こ
と
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。 

 

６０
代 

女
性 

一
番
印
象
に
残
っ
た
作
品
は
？ 

中
国
「
残
留
日
本
人
孤
児
」
問

題
の
資
料
と
写
真
展
、
龍
爪
開
拓

団
の
資
料 

 

知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
自
分
に

気
づ
か
さ
れ
た
、
多
く
の
犠
牲
を

出
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
（
１５
年

戦
争
）
の
被
害
者
は
、
一
般
人
、

子
ど
も
た
ち
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
災
（
戦
争
）
を
再
び

起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、

人
生
を
狂
わ
さ
れ
た
人
々
に
対

し
誠
実
な
対
応
を
求
め
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

課
の
協
力
の
も
と
に
実
施
し
て
い

ま
す
。 

２１
日
に
は
、
校
外
学
習
の
一

環
と
し
て
参
観
し
た
芳
田
日
本
語

学
習
講
座
の
受
講
生
・
講
師
な
ど

約
８０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

取
材
は
４
件
（
山
陽
新
聞
・
岡
山

民
報
・
Ｋ
Ｓ
Ｂ
・
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
あ
り
ま
し

た
。
記
者
の
中
に
は
新
入
社
員
が

参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紹
介
し

ま
す
。 

６０
代 

男
性 

一
番
印
象
に
残
っ
た
作
品
は
？ 

残
留
孤
児
お
よ
び
残
留
婦
人

の
二
世
・
三
世
の
あ
ゆ
み 

 

日
本
に
帰
国
し
て
も
日
本
の
地

域
に
と
け
こ
め
ず
、
（
県
北
の
人
か

ら
聞
い
た
話
）
孤
立
し
て
い
る
人
が

い
る
と
聞
き
、
本
当
に
悲
劇
だ
と

思
い
ま
し
た
。
本
日
の
こ
の
よ
う
な

支
援
の
輪
が
あ
る
こ
と
を
知
り
心

強
い
思
い
と
感
謝
の
気
持
ち
で

す
。
私
は
妻
が
ハ
ル
ビ
ン
方
正
県
の

出
身
な
の
で
ハ
ル
ビ
ン
に
も
２
度
行

き
、
少
し
は
事
情
が
わ
か
り
ま
し

た
の
で
特
に
今
回
の
活
動
を
知
り

の
今
岡
泰
子
さ
ん
、
今
岡
寛
さ

ん
、
愛
子
さ
ん
の
人
生
。 

二
、
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室

１０
年
の
歩
み
と
現
状
。 

三
、
中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会
や

映
画
「
望
郷
の
鐘
～
満
蒙
開
拓
団

の
落
日
～
」
上
映
活
動
な
ど
。 

こ
の
展
示
は
、
２
０
０
８
年
４
月
の

第
一
回
か
ら
岡
山
市
福
祉
援
護

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
と
資
料
展 

─

中
国
残
留
孤
児
・婦
人
の
歴
史
を
通
し
て
、 

次
世
代
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
う─

 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

芳田日本語学習講座のみなさんと竹内理事長 

熱心に取材を受ける今岡寛さん 

2351 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

５
月
１
日
（金
）午
後
２
時
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

今岡 

小林 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

深井 

三垣 

中国語の学習 
                           真田紀子 

 4 月 18 日と 19 日、続けて 2 日間授業でした。 

18 日の授業で、私の作った作文です。 

 

我昨天开车去新庄村，赏樱花。我走在樱花道路上。 

我一边吃「たいやき」一边赏樱花。 

 

ピンインを打って中国語を入力するのも大変です。 

続いてＯＵ老師が作ってくれたプリントです。 

 

タイトルは「中国南北方的不同」です。 

内容は、餃子についての話で、南の方では手作りの餃子で

はなく冷凍餃子「速冻饺子」を買って食べるということでした。 

中国は広いですからね。 

 

19 日に私の作った作文です。 

 

「作天，我和田中女士去麦当劳日了。 

我们在在里弄电脑文件， 

上传相片。 

我吃了冰淇淋。 

接下来我们一直在聊天。 

 

この日のプリントは「参加中国人的宴会」中国人は乾杯が大

好きで、何度もやるそうです。 

飲めない人は早めに言っておきましょう。 

以下は国家秘密である。これを漏らしたものは、１０年以下の懲役に処される 

アベノことば笑辞典 （解説付き） 

憲法改正：安倍と橋下相互の協力を表明 

  ＊安倍首相 「橋本君、君は、今、何を考えているのかね」 

   橋下維新の会最高顧問 「総理、それは、総理と同じです」 

   安倍首相 独言 （そうか やはり従軍慰安婦復活か） 
 

靖国神社 

  ＊ヒットラーとスターリンも合祀し崇敬したい神聖なところ 
 

戦後歴史認識 

  ＊地政学的無神経 
 

戦後 70年安倍談話（現在未発表） 

  ＊鬼が出るか、蛇が出るか、観覧席は、北京、ソウル、ワシントン、

かぶりつきニッポン 

  ＊お友達そろい踏み（有識者懇談会メンバー発表） 

「
郵
便
投
票
」
の
拡
充
を
求
め
て 
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２
日
目
（
４
月

２２
日
）
の
当
番

で
、
昼
か
ら
市
役
所
に
詰
め
て
い

ま
し
た
。 

場
所
が
ら
で
し
ょ
う
か
、
一
般

市
民
の
方
や
市
役
所
の
職
員
な

ど
が
た
く
さ
ん
通
り
か
か
り
ま

す
。
中
に
は
興
味
を
持
っ
て
展
示

を
見
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
待
っ
て
か
ら
、
資
料
を

お
持
ち
し
ま
す
。 

 

で
す
が
、
概
し
て
若
者
は
少
な

く
、
年
配
の
方
が
多
い
の
は
少
し

残
念
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
の
感
想
文
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

「
今
岡
さ
ん
ら
帰
国
者
の
お
話

と
日
本
語
教
室
の
現
状
が
、
一
番

 

４
月
12
日
に
一
斉
地
方
選
挙

の
前
半
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
憲

法
15
条
で
、
日
本
国
民
の
成
人

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
選
挙
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
謳
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
行
使
し
た
く
て

も
で
き
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

前
回
の
国
政
選
挙
で
成
年
後
見

制
度
を
使
わ
れ
て
い
る
方
が
行

使
で
き
な
い
の
は
憲
法
に
保
障
し

て
い
る
権
利
に
違
反
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
裁
判
を
闘
い
、
選

挙
法
を
変
え
さ
せ
ま
し
た
。 

印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

私
は
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で

す
。
し
か
し
、
大
伯
母
は
満
鉄
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
た
夫
、
家
族

と
共
に
大
陸
で
生
活
し
、
終
戦

後
、
男
の
格
好
を
し
て
幼
い
子
供

た
ち
の
手
を
ひ
い
て
引
き
揚
げ
て

き
た
と
母
か
ら
聞
い
て
い
ま
し

た
。
又
、
沖
縄
戦
で
伯
父
は
戦
病

死
、
そ
の
次
の
伯
父
も
特
攻
志
願

で
少
年
飛
行
兵
と
し
て
出
て
い
ま

し
た
。 

 

イ
メ
ー
ジ
的
に
は
当
初
、
説
明

に
あ
っ
た
よ
う
に
自
ら
の
意
志
で

渡
満
し
、
農
業
政
策
に
従
事
し
、

終
戦
時
運
悪
く
、
ソ
連
の
南
進
に

よ
り
、
逃
避
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
道
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
悲

劇
が
生
ま
れ
た
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
中
の
国
策
と
い

う
意
味
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

現
在
の
政
治
が
当
時
に
戻
ら

な
け
れ
ば
よ
い
と
願
う
と
共
に
、

私
自
身
周
囲
に
対
し
、
普
通
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
」 

（
真
田
） 

 

３０
代 

女
性 

一
番
印
象
に
残
っ
た
作
品
は
？ 

日
本
語
教
室
の
報
告 

 

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る

の
は
知
ら
な
か
っ
た
。
長
い
歴
史

を
も
っ
と
知
ら
な
い
と
。
近
い
国
の

こ
と
な
の
に
。 

 

る
の
で
す
。
今
回
、
事
業
所
の
取

り
組
み
の
中
で
そ
の
こ
と
が
わ
か

り
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
基
本

的
に
郵
便
投
票
を
す
る
な
ら
、
自

筆
の
で
き
る
方
で
、
も
し
自
筆
が

無
理
で
の
代
理
投
票
の
場
合
は

「
全
廃
」
と
い
う
記
載
が
障
害
者

手
帳
に
書
か
れ
て
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
で
す
。
細
か
い
制
限
を
廃

止
し
て
く
だ
さ
い
。
と
訴
え
ま
し

た
。
今
の
大
企
業
優
先
、
大
軍
拡

を
推
し
進
め
る
政
治
路
線
の
中
で

一
番
、
お
き
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
１
票
が
と
て
も
重
い
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
、
私
が
勤
め
て
い
る
、
介
護

事
業
所
で
そ
の
よ
う
な
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
障
害
者
の

生
活
と
権
利
を
守
る
全
国
連
絡

会
の
総
会
で
上
京
し
た
際
に
総
務

省
の
交
渉
で
訴
え
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
障
害
を
持
っ
た
方
が
投
票
所

に
出
か
け
て
い
け
な
い
時
に
行
使

で
き
る
「
郵
便
投
票
」
に
つ
い
て
で

す
。
こ
の
投
票
制
度
は
長
い
間
「
障

害
者
の
参
政
権
保
障
」
を
求
め
て

闘
っ
て
き
た
成
果
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
制
限
が
あ

一
面
の
つ
づ
き 

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
と
資
料
展 

日中友好協会総会日程決まる 

岡山支部 

日 時 ６月２１日（日曜日） １３時３０分～ 

     旭東福祉プラザ 

倉敷支部 

日 時 ６月２７日（土） １０時～ 

     ライフパーク倉敷 

 


